


































「前進」も「後退」も、どこまで行っても、「ゼンシン 」「コウタイ」それ自  
身であって、「まえへすナむ」も「あとへさがる」も、ありはしない、それら  
［23］   
































の3段階になろう。   



































































でも「面倒」と書くという人とに分れるわけである。これらの語で「面どう 」  
だの「めっ法」だというまぜ賓きは考えることもできない。   





これを、次のように5種に分ける。   
A．基底語が明瞭に認められるもの   
月．基底語から基底意味へ移りつつあるもの   
C．基底意味としてとらえるべきもの   
D・特別な過程を握て別種の基底語を得たもの   
E．基底のとらえがたいもの  
A・基底語が明瞭に認められるもの   

















ついては、Bの項で述べる。   
当用漢字の音訓表で認めている訓は、大体において、定着度の高い訓だとい   
2S  林  四 郎  
うことができる。だから、この例は非常に多く、枚挙にいとまがない。  
「国」でいえば、この字を造語要素にしてできる漢語は非常に多い。  
◆国家 国会 国交 国際 国籍 同道 国民 国立：愛国 外国 帰国 建   




にして、これらの漢語を使っているということができる。   
次に、いくつか、代表例をあげておこう。  
◆城－しろ   
城郭 城内 城中：牙城 開城 居城 築城 登城 籠城  
どの例でも、意味が「しろ」から離れることはない。  
◆窓－まど   




◆打－うつ   














うので、そうする。   
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「重」という字には、「おもい」という形容詞の基底語と「かさねる」「かさ  
なる」「おもんずる」という動詞の基底語とがある。  
◆重おもい（「おもさ」を含む）   
重圧 頁厚 重視 歪症 重傷 重責 重大 重病 貢役 重量：荷重 厳   
重 体重 鈍重   
歪－－かさねる・かさなる   
重箱（じゆうばこ）重版 重複（ちょうふく）二重   
歪－－おもんずる   














る。   
例えば「席」に訓「くら」を意識するのは自然であろう。  
◆倉庫 国庫 在庫 金庫 車庫 宝庫  
等の語における「魔」に基底語「くら」を認めることに無理はなVlと考える。   
以下、二三の例をあげる。  
◆護－まもる   
護衛 護岸 護憲 護身：愛護 援護 看護 救護 守護 弁護 保護 擁   
護  
以上の「護」は「まもる」以外の何者でもない。  
◆貯一たくわえる   
貯金 貯水 貯蔵 貯蓄   
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◆恒一つね   














和語があるという事実だけは、見ておかなけれぼならないのである。   












ばがないのである。   
したがって、これらの字を含む漢語においても、これらの字は、その字音自  
身が基底語として働く。  
◆席－セキ   
席次 席上＝宴席 議席 客席 空席 欠席 座席 主席 首席 出席 退   
漢字基底語考   







◆点－－テン（面積のない位置の意）   
点在 点線 点点：汚点 観点 起点 極点 欠点 原点 交点 黒点 視   
点 弱点 終点 焦点 美点 要点 力点 論点   
点一テン（点数の意）   
点差 点数：加点 採点 失点 同点 得点 満点 零点   
点一テンずる   















◆対一夕イする   
対案 対応 対外 対岸 対決 対抗 対処 対象 対照 対人 対戦 対   
談 対等 対面 対話：応対 敵対 反対 絶対 相対  
いずれも、「対する案」とか「対して談ずる」「人に対する」「敵として対する」  
などと理解される。「絶対」「相対」といえば哲学的でむずかしく聞えるが、「相   




◆徹－チッする   
徹底 徹夜 徹頭徹尾：一徹 貫徹 透徹  
ここでは、「とおる」「とおす」という基底語を考えることもできるが、今や  
「徹する」の方が力強く働いているだろう。  
◆純一ジュンな   







B・基底語から基底意味に移りつつあるもの   















◆健一すこやか   
漢字基底語考   











◆速度 速力 速記 速成 速達 速報 速球：音速 風速 快速 急速 迅   









◆拙つたない   










採用されていない。   




















ものはあるということである。   












「綱」という字の訓は「つな」でしかありえない。この字が作る熟語には   
漢字基底語考  










◆体育 体温 体質 体重 体換 体調 体力：遺体 巨体 死体 上体 身   
体 胴体 女体 肉体 老体  
のように生身のからだを意味することばにおいては、基底語の役目を果してい  
るが、  
◆体系 体制＝大体 弱体 主体 重体 字体 書体 文体 風体 本体 正   
体 全体  
のように抽象的な意味のことばにおいては、働きを失ってしまう。そして、  












などの基底意味をもつというべきであろう。   
B－3・現代では意味をなさなくなった旧訓   
前々項の古風になった訓が、もっと古風の虔を増して、すでに、現代人には  
理解できなくなったり、理解できなくはないまでも、はなはだ縁遠V、感じがす   





































が基底語として働くものの例にあげた。「購⊥ は、「買う」「買い入れる」など  
の基底意味をもつものと考えられる。「性」なら、「性質」または「性格」とい  
う二次的基底語をもつに至ったものとしてD項で扱われることになる。   























及して来たものがこれである。   
基底意味を表すことばも、字訓への近さによって、3段階に区別される。   
C－1・訓に近い基底意味   
さきに、A－1∴頃の後半に、現在の音訓表には記されていないが、普通の日  
本語使用者にほ無理なく訓と意識されるものの一類を挙げ、「庫（くら）」「讃（ま  




のがある。   
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育一はぐくむ   
製一つくる   
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赦ゆるす   
視 【 みる   
未－まだ．．．ない   






◆赦免：恩赦 特赦 容赦  
などにおける「赦」を「ゆるす」で受けとめることは、大方の人の意識におい  
て不自然ではあるまい。  











◆視界 視覚 視察 視聴 視野 視力：監視 凝視 軽視 重視 巡視 正  
視 注視 敵視 無視  
◆樹木 樹皮 樹脂 樹氷 樹林 樹齢：大樹 植樹 落葉樹 常緑樹 針英   
樹 広葉樹  
等の例において、それは明らかである。   




◆午ひる   
漢字基底語考   
午前 午後 午睡 午餐：正午  
◆ 功 】 てがら   






◆態¶さま、ざま、すがた、かたち、ありさま   





◆報－しらせる、しらせ   
報告 報知 報道：一報 通報 吉報 朗報 急報 警報 予報 誤報 情   
報  
◆謙へりくだる   
謙虚 謙譲 謙遜  
◆熟 【 よく、よくよく、じっくり、つくづく、つらつら   
熟考 熟慮 熟睡 熟知 熟練  
「熱」が2宇目に回って   
円熟 習熟 成熟 早熟 未熟 完熟  
のような語を作る場合は、「熟する」が基底語（A－2・項）となり、「よく」な  
どの基底意味は働かない。  
◆単「ひとっ   




◆釈－とく、とける   
釈放 釈然 釈明：解釈 講釈 注釈 評釈  
「とく」は「解く」「説く」、「とける」は「解ける」「溶ける」で、みな、しこ   
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り固まっているものを解き放ち、しこりのない、通じやすい状態にすることで  
ある。  
◆稚おさない、わかい、子どもっぼい   
稚気 稚拙 稚魚 稚児：幼稚  
「わかい」「おさない」は、「稚」の訓として通用して来たことばであるが、現  
代の感覚では、稚の表すものは、「子どもっぼい」というのが最もそれらしい。   
この種類の基底意味は、さまざまな形に分れて雑多な性格をもつこととなり、  









































D．特別な過程を経て別種の基底語を得たもの   
この項については、すでに、いくつかの語例で予告をした。例えば、「純」  
（A－2．項）を「純粋」が代弁するとか、「健康」または「健全」が「鰭」の1  












いうことばの方が、私たちには、親しく、やさしいものなのである。   
このような関係が、今や、かなり多くの漢字にっいて成り立っている。「調  
子」ということばが「調」を代弁し、「約束」ということばが「約」を代弁す   







◆健一健康   
健脚（健喪なあし）健胃錠（胃を健康にする錠）健在く値廣な状態で在る）：   
頑健（頑丈で健康）強健（強くて健康）保健（健康を保っ）   
健一健全   





◆調一調子   
体調（体の調子）色調（色の調子）歩調（歩く調子）論調（議論の調子）好   




◆約約束   





◆椎一様利   
人権（人間としての権利）女権（女性の権利）特権（特別な権利）男女同権  
（男も女も権利が同じ）棄権（権利を棄てる）   
楕一権力   
王権（王の権力）実権（実際の権力）金権政治（かねで権力を牛耳る政治）   






◆機－機械   


















◆旅客機 軍用機 ジェット機 戦闘機 大統領専用機  
などの「機」は、単に「機械」ではなくて、機械を基底語にしてできた「飛行  
機」を意味してt、るということである。ここでは、もはや「機械」も基底語で  




して、少しも奇異には感じられない。   
また、こういう現象もある。  
「学」という字は「まなぶ」という明瞭な基底語をもっている。その点「機」   






◆学学問   
学位 学科 学会 学界 学芸 学識 学風 学力 学説：科学 雑学 修   
学 無学  
このほか、いくらでもあるのが  
◆医学 化学 哲学 理学 工学．．．   
歴史学 政治学 経済学 法律学．‥  
のような学問名称である。また、  
◆学一挙校   
学区 学内 学外 学窓 学則 学制 学歴：関学 入学 官学 私学 在   








刻」「定刻」「遅刻」「夕刻」のような時のことばを作り出す。   
こういうことが多くの漢字に見られるのである。  




の「夫」、厄介」の「介」も同じ列に入るものであることを確認しておく。   
そして、「挨拶」「滑稽」「滅法」のように、少々調べた程度では、全く納得  
できる説明が得られないもののほかに、調べればわかるけれども、一般の人が  




















どれだけの基底形式をもつかを記述ナる。   
2）基底語・基底意味が関係し合って日本語の単語を作っているので、その  
関係の形式を句構造としてとらえ、基底句構造の形式を一万語以上の単語につ  
いて記述する。   
3）統一した構造表を作E）、漢字ごとに、それがどれだけの基底語・基底意  
味と基底句構造に席をもつかを試べる。   
4）漢字の日本語への役立ちかたを、漢字の機能度としてとらえ、基底構造  




現力と音声表現力との関連」（代表者、林四郎）の研究としてなされたものであ   
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る。これについての林の発表は、  
O「漢字研究の一視点」昭和53年3月、筑波大学文芸・言語学系紀要「文芸言   
語研究、言語篇」第2号。  




O「文字システムの評価」藤崎博也編『言語の評価』（三省堂、昭和56年刊行   
予定）所収。  




ることについて述べた。併せ見ていただければ、しあわせである。   
